
知床の森か局￣、
づぐ殿 ネットワークの集い
～ポスターセッションに参〃しました～
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２月２７【１（ロ）に札幌のかでる２．７ホールで

「遮民森づくりネットワークの災い」が|＃１１''1きれ、

ワークショップ、パネルディスカッション、ポスタ

ーセッションなどが行われました。森林センターで

はポスターセッションに参加し、｜ｌ々のillMIlriili動や

jH1床の森林'に態系について手作りのボスターを掲示

し脱明しました。当F1はたくさんの見物客が訪れ、

北iliE道民の皆さんの鱗｜:ｲ;に対する関心の(1)iさが伺え
ました。
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(写瓜：フレペのエソシヵ）『､可蝋

=ポスターで|M↑した内容＝

矢口 今'雁戴○エゾシカのイチイ樹皮食害についてポズターの内容を/簾説してぃ法す

僻聰I11Tウトロ地区１１１<j林におけるエゾシカのイチイ食害状況について、１柵1査綣染を掲示しまし

た。平成１６年にはイチイ全ＩＦ11,1Nの約９割が食害を受けている事巽と、幹の全周に食寄を被ると

Nil水が枯死する現状にBLI心を寄せたお癬腋が多く．１１１

から木が無くなってしまうのではないかという声もＩＨＩ

かれました。業務やイベントを通じて地元の小学生と

食護防除N]の網を巻く取りiW1みについても伝えまし

た．

○ドングリの結実調査について

ドングリの結実の魁作と凶作の周期性に関心を持っ

ていただき、これからも長期Ｉ１１ｈｌＭ汽を続けていくとい

いのではという御意ImLも頂きました。ゾウムシは長い

１１を軸にしてくるくると|煎りながらドングリに穴をあ

け産卵するので､その｢|]にゾウムシの仲間の幼虫が、
っているものが多いことに興味を示す.おもいました。

お彼)鞍が近づくにつれ緑１Jの11鑑しが強くな【〕、作が例年より早く訪れそうな気配を感じます。
今年の冬は例年に比べ暖かく､「iM野も少なかったようです。今年の流氷接岸は遅く、１月下旬に
来ましたご流氷はjlmlの方向によって岸に寄ったI)、離れたりを細り返し、様々な風躍をかいま見
ることができ、その上ではオジロワシやオオワシの姿を兄ることができます。
「フレペの滝」jiil辺では、２()～３０頭の籾ｆづれのエゾシカの群れが`'iにllLも↑'たササなど

をIIllりｌＩ１し食べている姿を見ることができ、観光客が写真をIMMっている姿を見ます。川辺の森林
に入ると水の皮を食べているエゾシカの姿も見られますが、水の皮が食べられると、木はiIl7れ森
ト|:''二態系にとって漆刻な問越となっています。

知Flﾐ八腿の一つ『オシンコシンの滝』の水は、今年も凍らずに流れ落ちています。」Ilr鰹期には
FA通りの少なかったウトロの''１'も､流氷が''《てから観光パスが多くない''''ｗは蝋や人で賑わっ
＿います。

多くの夏物客刀j訪れ菱したっているものが多いことに典I！{《をｊ１<~ｉＬか沿いましに。

○知床の森林へようこそ

「知床の森Ｉｔﾄﾞ帯の歴１１１[分布とjきな樹木の締介」では、垂直分布のようなｖｌＨｌｊｉ的な内容よ'〕も約

Iluな樹木の醗輿に輿1M(を寄せらオ'てい

るお客儀が多かったようです。

「知床Iil然観察教育I:i:と羅臼湖の紹

介」では、美しい風跳や高山樅物の写

典を見てどのように行けばいいのかと

いう質問や、イベントへ参加してみた

いというご意見をいただきました。

ボスターセッションを皿じ、一般市

民と意見交換をはかり、またＮＰＯや

他組織の活動について知ることができ

たことは、センターの活動を知っても

らう良い機会であり、これからの撚勝

表すすB/)ろ上で良い参蒋になりました。
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こんなポズター香鍔示し蜑した



〆 、
第５６回森とのふれあい２回森林レクリエーション・ｉｎ知床

Ｌ「歩くｽｷｰで大栄のiiijii宴鯛iZ鱸雷搬_ノ
Ｐ｡さび

館５６Ｍ燕とのふれあいを斜'1411Iハル[知床1W[物iMi（I↑'川元館長）の『知床W11jと箙の学佼』と

｢歩くスキーで大栄の森を探検｣を開催レペの滝周辺の森を歩くスキーで散策』
～冬の世界自然遺産候補地を塩

を開催
～jZ1(元の,6A学生と海岸學嶽をj簾l策～龍しきした～

共同開催で２「］1９１１（上）に行いました。

参jjⅡ者は『知床海と藤の学校』のメンバーの中の

１０名（〃)亀６名、父1色４名）で、斜里川内の小学

校４年～６年生です。インフルエンザが流行ってい

るため、当初予定の約!'邑数の出j’７となりました。

今回の１１的地である「大栄の海岸１１１;」は､斜里町

のI呵端で小淵水1nJとの境にあ}〕・サロマ湖、能取ｉＭ、

綱と湖剛辺と共に網走[１１定公団に指定されています。

当日は'|ﾘ]から快Ⅱ１１で、９時過ぎに現地に到備する

と、準IiMi{１lx撫で体をほぐした後、１７１連歩くスキーを

Ｆ１き林|ﾉﾘへ入りました。

第７２１１J1様|il;レクリエーション・ＩｎｊｌＵ床

「フレペの滝周辺の森を歩くスキーで散策」

を、３ｊ１３Ｉ１（木）に開催しました。

北見市、網走市と斜LlIL11U゛から１９名の参Ⅲ１１

があり、移皿)するパスの'１[窓から、接岸した

流氷が広い海を埋めた広大な鍛色を見ながら

現地へ向かいました。

コースはウトロにあるフレペのWiZl1il辺の二

次林や勝(Al2il9な針広鵬交林の｢１１で、’1ﾘf雄絶''111

に接岸した流氷を眼Ｉｆに見ながら歩くスキー

で往復約３．５ｋｍの'11然倣雄をしました。

可ロー￣－－

－－－ユロー

で往復約３．５ｋｍの|;1然敞簸をしました。ｊＩＷＺ；Fの森筈歩く鐘ｸﾜ害のみなさん

コースの途中では、流氷が海に恵みをもたらすこと、藤林が温暖化を防｣上する働き、シカが餌

不足のためMM皮を食べてｲ仁がｈｌｉれ深刻なIlMlujになっていることなどの説lﾘ1があ1〕、参jⅡ111fの〃々
はインストラクターの解脱に上｢を傾けていました。

アカエゾマツなどの|;{;に入ると、廻りにＩＩｌＩ(えてあるｊｉ談７tの魏豚を〃いてＩl黄プ

トドマツ、アカエゾマツの特徴や，この$|;は塩密からl:ⅡIの作物などを守ってくｵ1る「潮警防Mi保

安林」に指定されていることを学びました。海岸線付近のii1i台まで進むと、オホーツク海に広が

る流氷を見ることができました。流氷はlhl

lhlきにより''１１合に遠ざかったり、海水ｉｌｉｉが

Ⅱ}たりするので、地元のＦ供でも海--面の

典っ白な流氷を》』る騰会は少なく、一同感

激していました。

jI6に進むと、茶色の難をつけたままのカ

シワイイ;になりました。カシワの鞭が枝に農

くついている班111を教えてもらうと、梛敬

のまなざしでカシワを兇｣こげていました。

奥に先に進むと､1と原に１１{ました．そこか

らは、遠くに知床述１１１や知床岳、更に知床

l11illの先端部分まではっきりと見ることがで

きました。また足尤に同をやると、今年は

.『『が少ないので、ハマナスが顔を|Ｉ)して

－－ 

林内ではエゾシカの肥llV1iが縦Ｗｌｆに兄られ‘

エゾシカが目の前を悠々と歩きキハダなどの

皮を食べる姿を見ることができました。また

トドマツについたヒグマの爪痕やエゾモモン

ガが食べ１Ｍ(らかしたトドマツの葉などを兄つ

け、このMil1Iに(1=んでいるのでは、などと穴

をのぞき込んでいました。

夜間に降った真新しい雷を被った知床の原
生的な藤林の中に身を１１'tき、雄大なi:l然に触

れ、ｉＩＩｉ々しい汗を流して充実した－１１#を過ご
毎面

していただけ･たこととA1Aいます。
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フレペの溝で記念写;j尊筈撮り麦した

‘流ｳ(<をj獣髪に閉園含｣票璽差鍍〃ましたいました。ハマナスにはハエの仲間の幼虫

が入った虫えい（虫こぶ）が多鮫ついていました。歩くスキーについては、ほとんどの子が学校

の授繼などで経験済みで、上手に操っており、あっという１１１１に、211判M1の探検を終えました。

￣、

場の半』田'さんを揺ぎ｢イチイの実生更新と遣

阿寒国立公園に関する学習会伝資源の保全」の薪苦会を蔚潅し妄した

産墜
１月２７１１（木）に北ilii道育,極場の半l11ffilui灘長を州いて，「イ

チイの実'1冒蕊新と過伝溌ili(の保全」をテーマにした報告会を開
催しました。イチイ林木迦侭淡源保存ｌｉ１(|ﾉﾘの調査地では、シカ
の食害によりイチイの低木が見られず、簗fkもまれにしか蝿漿
されないため，更新に不安があることなどを約１時M'１半ご報告
いただきました。

1ｍ ２ﾉ１１５１１（火）に環境省川濁|』LI然保;(111`<ﾘﾙ価所の小1ljMliU1

期自然係灘鴬を誰lililiにW1き、センターのlMlijillﾉﾘ学習会をＭ１催

し室した。

Iliil馨l11jX公園に閲する法的蝋Ilil1、入り込み背数の状Mii1、野

〈'三jiljli<i物iiIiの４１茗息状況，エゾシカの食害llMMu、１貝要ﾎﾞ11111拠点

の活性化、知床国定公園との’'１]通点、自然とiill(れ合うための
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瀞〃の苧田さんL＿ j義F):i『の〃l昼さん施設についての貴填なＩＩＩｉ報を２時ｉｌ１１ほど説明していただきました＝


